
氏名 今津節生

大学院博士後期課程
担当科目

・保存修復学特殊研究Ⅰ・Ⅱ
・保存修復学特殊研究Ⅰ・Ⅱ

通信教育部担当科目 ・文化財学演習　Ⅲ

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・文学部長

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

・３Ｄプリンタを文化財研究に導入して製作した複製品を活用し、触れる文化財を通し
て文化財研究の興味深さを学生に指導

・文化庁水中遺跡調査検討委員会委員
・世界遺産 史跡三重津海軍所跡整備基本計画策定委員会委員
・鷹島海底遺跡調査指導委員会保存部会委員
・福岡県古賀市船原古墳調査指導委員会委員長
・日本文化財科学会副会長
・東アジア文化遺産保存学会（副会長・日本代表）

青山学院大学大学院 博士後期課程 単位取得済み退学

博士（学術） 京都工芸繊維大学

保存科学、文化財科学

最終学歴

　【研究上の特記事項】
・科学研究費基盤研究（Ａ）　『文化財科学における三次元デジタルデータの活用に関
する総合的研究』（研究代表者）

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本文化財科学会（副会長・評議員）、 文化財保存修復学会、 日本考古学協会、
ICOM-WOAM（国際博物館会議 有機考古遺物保存部会）、
東アジア文化遺産保存学会（副会長・日本代表）

文化財の保存・修復の研究、３D計測技術を活用した文化財の研究、文化財防災に関す
る研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・保存修復学演習Ⅰ・Ⅱ

授業科目

学部担当科目

・文化財修復学
・保存科学実習Ⅲ・Ⅳ
・保存科学購読Ⅰ
・保存科学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
・保存科学概論



共著

共著

共著

単著

共著

IX International
Scientific
Conference,
“Ancient Cultures
of Mongolia,
Baikal Siberia and
Northern China

北海道博物館紀要第
４号

朝日選書975 朝日新
聞出版社

2018年8月

2019年3月

ICOM-WOAM (WET
ORGANIC
ARCHAEOLOGICAL
MATERIALS
CONFERENCE )

ICOM-WOAM (WET
ORGANIC
ARCHAEOLOGICAL
MATERIALS
CONFERENCE )

IX International
Scientific
Conference,
“Ancient Cultures
of Mongolia,
Baikal Siberia and
Northern China

2018年8月

2018年

2018年9月

2018年9月

Setsuo Imazu, Koji Ito, Aizawa
& Andras Morgos　モンゴル軍沈没
船出土遺物の保存

Koji Ito, Hiroaki Fujita,
Setsuo Imazu & Andras Morgos
トレハロース含浸法における再処
理駅の利用に関する研究

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①『阿修羅像のひみつ』

①The pre-conservation
issues in the
conservation of the
wrecked ships and remains
of the Mongol fleet from
1281

②Resource saving by the
help of an impregnation
hybrid system based on
solar thermal collectors
aided by traditional
electrical energy and by
recycling of the
trehalose impregnation
solution in the long-term
conservation of large
waterlogged wooden finds

X線CTを使った文化財の健康診断調
査のい関する研究

④Conservation study of
organic excavated in
Mongolia -Adaptation of
trehalose method

多川俊映、今津節生、楠井隆志、
山崎隆之、矢野健一郎、杉山淳
司、小滝ちひろ、興福寺監修
阿修羅像のX線CT調査研究

③Condition diagnosis and
3D-data analysis of
cultural property using
X-ray CT at a Japanese
museum

⑤Ｘ線CTによるアイヌ民俗
資料「シントコ（行器）」
製作技法および劣化現象に
関する調査

M.Oyuuntulga, Ito koji, Imazu
Setsuo            トレハロース
を用いたモンゴル草原地帯遺跡出
土木製品の保存に関する研究

杉山智昭・赤田昌倫・鳥越俊行・
長田佳宏・大江克巳・今津節生



共著

共著

共著

共著

共著
文化財保存修復学会
第40回大会

2018年7月

2018年11月

2018年7月

2018年6月

日本文化財科学会第
35回大会

日本文化財科学会第
35回大会

日本文化財科学会第
35回大会

韓国文化財保存科学
会

2018年7月

杉山智昭、赤田昌倫、鳥越行、長
田佳宏、大江克己、今津節生

今津節生、ソピットパヤカーン、
サネマハポール、伊藤幸司    タ
イの沈没船出土遺物の保存に関す
る研究

立石翔大・今津節生

④トレハロース含浸法によ
るアジアの出土木材保存に
向けた３つの取り組み

（その他）

⑤アイヌ民族文化財保存修
復体制の確立に向けたX線CT
による資料状況調査

②水浸出土木材保存処理に
おける含浸時間の短縮化

①タイ国パノム・スリン沈
没船出土遺物の保存

③モンゴルで出土する有機
遺物の保存に向けた研究
（2）―出土直後の保全方法
とトレハロース含浸処理法
の実施―

伊藤幸司、藤田浩明、片多雅樹、
小林　啓、稗田優生、メンドバザ
ル・オヨントルガ、今津節生

（学会発表）


